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四
月
八
日
は
、

「灌
仏
会

・
花
ま
つ
り

（お
釈

迦
さ
ま
の
お
誕
生
日
）
」
で
し
た
。
今
月
、
五
月

二
十

一
日
は
、

「降
誕
会

（親
鸞
聖
人
の
お
誕
生

日
）
」
で
す
。 

 

お
釈
迦
さ
ま
の
お
誕
生
を
も

「降
誕
」
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
、
浄
土
真
宗
で
は
、
親

鸞
聖
人
の
お
誕
生
を
言
う
の
で
す
が
、
お
他
宗
で

は
、
そ
の
開
祖
等
高
僧
の
お
誕
生
を

「降
誕
」
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

「降
誕
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
を
尊
く
思
い
、
喜
び
お
祝
い
せ
ず
に
は
お

れ
ま
せ
ん
。

「お
誕
生
日
、
お
め
で
と
う
」
と
お

祝
い
の
言
葉
で
あ
る
は
ず
の

「誕
」
の
意
味
は
、

「嘘

・
偽
り
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
に
生
を
受

け
る
こ
と
は
、
希
で
あ
り
、
有
り
難
い

（有
る
こ

と
が
難
し
い
）
こ
と
な
の
で
す
が
、
嘘

・
偽
り
の

世
界

（三
界
）
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
な
の
で

す
。
〝
オ
ギ
ャ
ー

〟と
泣
い
て
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
は
、
生
ま
れ
て
く
る
と
き
、
泣
か
な
い
と
そ
の

命
は
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
る

意
味
、
嘆
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
て

く
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
側
が
、
た
だ
喜
ぶ
だ
け

で
は
な
く
、

「こ
の
嘘

・
偽
り
の
世
界
に
生
ま
れ

て
来
て
、
我
々
を
救
っ
て
く
れ
る
」
こ
と
に
、
手

を
合
わ
し
、
尊
く
感
謝
す
る
思
い
を
懐
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

特
に
、
全
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
救
わ

ん
と
し
て
生
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
お
釈
迦
さ
ま
の
お

誕
生
を

「降
誕
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
真
実
の
世

界

（お
浄
土
）
か
ら
嘘

・
偽
り
の
こ
の
世
界
に
降

り
て
来
て
く
だ
さ

っ
た

「如
来
」

（如
よ
り
来

生
）
さ
れ
た
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

親
鸞
聖
人
が
、
生
ま
れ
た
途
端
は
、
そ
の
家

族
、
周
り
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
尊
き
こ
と
と
し 

 

天
上
天
下
唯
我
為
尊 

 
 

天
上
天
下
に 

 
 
 

た
だ
我
ひ
と
り
尊
し
と
為
す 

 

三
界
皆
苦
吾
当
安
之 

 
 

三
界
は
皆
苦
な
り 

 
 
 

吾
ま
さ
に
之
を
安
ん
ず
べ
し 

『
誕
生
偈
』 

親
鸞
聖
人 

阿
弥
陀
如
来 

釈
迦
牟
尼
如
来 
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て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

「降
誕
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
の
は
、

後
々
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

「降
誕
」
と
言
わ
れ
る
根
拠
と
な
る
の

は
、
覚
如
上
人
の

『御
伝
鈔
』
の

「六
角
夢
想
の

段
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、

「建

仁
三
年
四
月
五
日
の
夜
、
夢
に
六
角
堂
の
救
世
観

音
が

「行
者
宿
報
説
女
犯

・
我
成
玉
女
身
被
犯

・

一
生
之
間
能
荘
厳

・
臨
終
引
導
生
極
楽
。
こ
れ
は

わ
が
誓
願
ゆ
え
に

一
切
群
生
に
聞
か
し
む
べ
し
」

と
仰
せ
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
善
信

（親
鸞
聖
人
）

は
夢
の
中
に
あ
り
な
が
ら
御
堂
の
正
面
に
向
か
っ

て
東
方
を
見
れ
ば
、
険
し
く
そ
び
え
立
つ
山
々
が

な
ら
び
、
そ
の
高
い
山
の
上
に
群
集
す
る
数
千
万

億
の
有
情
に
、
こ
の
文
の
意
を
説
き
聞
か
せ
ら
れ

た
と
思
う
と
夢
が
さ
め
た
。
全
く
真
宗
繁
盛
の
奇

瑞
、
念
仏
弘
興
の
表
示
で
あ
る
。

（略
）
」
の
と

こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

比
叡
山
で
修
行
中
、
十
九
歳
の
こ
ろ
、
お
ま
え
の

命
は
あ
と
十
年
と
言
わ
れ
、
十
年
目
の
時
、
六
角

堂
に
参
籠
さ
れ
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
す
。

一
度
、
命
が
終
わ
っ
た
の
で
す

が
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
を
全
て
の
人
々
に
説

く
使
命
を
持
っ
た
こ
と
が
、

「降
誕
」
と
も
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

も
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
親
鸞
聖

人
は
、
比
叡
山
の

一
修
行
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
浄
土
宗
は
存
在
し
て
い
て
も

浄
土
真
宗
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。 

歴
史
に

「も
し
も
」
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遇
え
る

は
ず
の
な
い
お
念
仏
に
今
遇
え
て
い
る
こ
と
の
不

思
議
を
感
謝
せ
ず
に
お
れ
な
い
思
い
が
、
親
鸞
聖

人
の
お
誕
生
を

「降
誕
」
と
言
わ
し
め
た
先
人
の

お
心
を
思
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
世
に

一
つ
の
生
を
受
け
る
こ
と
は
、
そ
の

周
り
の
も
の
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
喜
び

の
中
に
も
感
謝
の
思
い
を
持
つ
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
が
、
そ
の
思
い
を
我
々
は
持
続
し
え
な
い
の
で

し
ょ
う
。
尊
く
感
謝
さ
れ
て
生
ま
れ
て
来
た
私
で 

あ
り
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
、
そ
の
こ
と
を
忘

れ
、
生
ん
で
く
れ
と
願

っ
た
わ
け
で
も
な
い
と

か
、

一
人
で
大
き
く
な
り
独
立
し
て
い
る
と
思
い

上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。 

 

冒
頭
の
お
言
葉
は

「天
上
天
下
唯
我
為
尊
」
で

あ
り
ま
す
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、 

「天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
で
あ
り
ま
す
。 

 
こ
の
言
葉
の
真
意
を
私
た
ち
は
間
違

っ
て
使

い
、
自
分
が

一
番
偉
い
だ

の
、
〝
我
が
道
を
行

く

〟な
ん
て
、
格
好
だ
け
つ
け
て

「天
上
天
下
唯

我
独
尊
」
な
ん
て
吠
え
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 

お
釈
迦
さ
ま
が
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
花
園
で
お
生

ま
れ
に
な
っ
て
、
直
ぐ
に
七
歩
歩
い
て
、

「天
上

天
下
唯
我
独
尊
」
と
言
わ
れ
た
と
神
格
化
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
権
威
付
け
で
は
な
く
、
後
々
の

方
々
が
本
当
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
お

釈
迦
さ
ま
の
お
言
葉
と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
か

れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
が
ご
自
身

で
、
私
が
こ
の
世
で
た
っ
た

一
人

一
番
偉
く
尊
い

な
ん
て
、
お

っ
し
ゃ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
よ

ね
。
そ
う
言
っ
た
な
ら
ば
、
誰
も
が
引
い
て
し
ま

い
ま
す
。 

 

こ
の
お
言
葉
に
は
続
き
が
あ
っ
て

「三
界
皆
苦

吾
当
安
之
」
と
続
き
ま
す
。

「天
上
天
下
唯
我
独

尊
」
だ
け
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
す
か
ら
、
な
お

さ
ら
誤
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

一

緒
に
し
て
こ
の
お
言
葉
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
す

と
、
ま
ず

「我
」
と

「吾
」
の
意
味
を
調
べ
て
見

ま
す
と
、

「我
」
は
〝
の
こ
ぎ
り

〟と

「戈
」
を

両
手
に
持
っ
た
自
分
の
姿
を
表
わ
し
、
他
と
は
隔

絶
し
た
自
分
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、

「我
執
」

「我
が
儘
」
と
言
っ
た
煩
悩
を
持
っ
た
自
分
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

「吾
」
は
〝
り
っ
し
ん
べ
ん

〟

を
付
け
る
と

「悟
」
で
あ
り
ま
す
。

「我
」
は
悟

る
前
の
自
分
で
あ
り
、

「吾
」
は
悟
っ
た
、
仏
と

な
っ
た
自
分
を
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

「尊
」
は
〝
と
う
と
い

〟と
呼
ん
で
、
形
容
詞

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
仏
さ
ま
を
数
え
る
単

位
で
も
あ
り
ま
す
。

「
一
仏
」
を

「
一
尊
」
、

「釈
迦
三
尊
」
と
言
っ
た
り
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

「尊
」
と
は

「仏
」
と
解
し
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
の
で
、

「天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
の
場
合
は
、

こ
の
世
界
で
唯
独
り
人
間
の
私
は
仏
と
な
り
、
こ

の
世

（三
界
）
で
苦
し
む
人
々
を
全
て
救
っ
て
い

く
」
と
い
う
宣
言
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
お

釈
迦
さ
ま
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、

「天
上
天

下
」
と
は

「
一
切
衆
生
」
の
こ
と
で
あ
り
、
全
て

の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
唯

（自
然
に
）
仏

と
な
る
存
在

（尊
い
）
の
で
あ
り
、
こ
の
迷
い
の

世
界
で
苦
し
む
も
の
を
救
う
も
の
で
あ
る
」
と
言

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

１ 
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２ 

総
参
拝
数 

一
八
三
名

（前
年
度
二
二
五
名
） 

 

〈恒
例
法
要
〉 

四

一
名

（前
年
度
四
六
名
） 

七
月 

一
日

（日
） 
永
代
経
法
要 

９
名 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

九
月
二
四
日

（月
） 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

１
２
名 

 

一
二
月

一
六
日

（日
） 

報
恩
講 
１
１
名 

 
 
 
 
 
 

 

講
師 

東
組

一
樹
寺 

有
賀
良
雄
師 

三
月
二
四
日

（日
） 

春
季
彼
岸
会
法
要 

９
名 

 

〈の
ん
の
ん
法
話
会
〉
四
五
名

（前
年
度
二
五
名
） 

四
月

一
六
日

（月
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 
１
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（兼

：
立
教
開
宗
記
念
） 

五
月 

六
日

（日
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

五
月

一
六
日

（水
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

五
月
二
六
日

（土
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

６
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（兼

：
降
誕
会
） 

六
月 

六
日

（水
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

六
月

一
六
日

（土
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

２
名 

七
月

一
六
日

（月
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

４
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（兼

：
歓
喜
会
） 

八
月

一
六
日

（木
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

４
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（兼

：
盂
蘭
盆
会
） 

九
月 

六
日

（木
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

九
月

一
六
日

（日
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

３
名 

九
月
二
六
日

（金
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

一
〇
月

一
六
日

（火
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

一
一
月 

六
日

（火
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

３
名 

一
二
月 

六
日

（木
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

一
二
月
二
六
日

（水
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

一
月

一
六
日

（水
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

３
名 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

（兼

：
御
正
忌
報
恩
講
） 

一
月
二
六
日

（土
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

二
月 

六
日

（水
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

二
月

一
六
日

（土
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

５
名 

二
月
二
六
日

（火
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

三
月 

六
日

（水
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

三
月

一
六
日

（土
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

三
月
二
六
日

（火
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

１
名 

 

〈参
拝
者
数
〉 

九
七
名

（前
年
度

一
五
四
名
） 

 

〈参
拝
訪
問
〉 

一
七
名

（前
年
度
七
名
） 

〈法
務
件
数 

内
勤
〉 

一
四
件

（前
年
度
二
五
件
） 

 

〈参
拝
者
数
〉
八
〇
名

（前
年
度

一
三
六
名
） 

〈行
事
〉 

〇
名

（前
年
度

一
三
名
） 

〈法
務 

外
勤
〉 

七
二
件

（前
年
度
六
九
件
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

内

・
葬
儀 

六
件

（前
年
度
四
件
） 

 

〈布
教
〉 

一
六
件

（前
年
度

一
六
件
） 

 

〈他
寺
院
法
要
手
伝
い
〉 

二
七
件

（前
年
度
三
三
件
） 

 

〈本
山

・
教
区

・
組

・
そ
の
他
〉 

 

四
月 
七
日

（土
） 

東
組
連
研 

２
名
受
講 

（六
月
二
日

・
八
月
四
日

・
一
〇
月
六
日

・
一
二
月

一
日

・
二
月
二
日
） 

 

五
月
二
一
日

（月
） 

築
地
本
願
寺
宗
祖
降
誕
会 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

於

：
築
地
本
願
寺 

５
名
参
拝 

 

五
月
三

一
日

（金
） 
東
組
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

於

：
築
地
本
願
寺 

３
名
参
加 

 

六
月
二
三
日

（土
） 

東
組
会

・
総
代
世
話
人
研
修
会 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

於

：
築
地
本
願
寺 

４
名
参
加 

 

九
月

一
七
日

（月
） 

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

於

：
築
地
本
願
寺 

２
名
聴
講 

 

九
月

一
八
日

（火
） 

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

於

：
千
鳥
ヶ
淵
墓
苑 

一
一
月

一
一
日

（月
）
～

一
六
日

（金
） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

築
地
本
願
寺
宗
祖
報
恩
講
出
仕 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

於

：
築
地
本
願
寺 

一
二
月 

八
日

（土
） 

築
地
本
願
寺
成
道
会
布
教
大
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

於

：
築
地
本
願
寺 

１
名
参
拝 

一
月

一
四
日

（月
）
～

一
五
日

（火
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
山

・
御
正
忌
報
恩
講
出
仕 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

於

：
本
山

・
本
願
寺 

 

三
月

一
二
日

（火
） 

東
組
実
践
運
動
推
進
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

於

：
築
地
本
願
寺 

４
名
参
加 

 

 

三
月
二
三
日

（土
） 

真
昌
寺

・
稱
讃
寺
合
同
法
話
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

講
師 

鶴
田
義
光
先
生 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

「生
き
る
仏
教
ー
安
心
し
て
迷

っ
て
ゆ
け 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

ば
い
い
ー
た
だ
念
仏
と
い
う
生
き
方
」 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

於

：
ム
ー
ブ
町
屋 

３
名
聴
講 

〈門
徒
総
代
会
〉 

 

第

一
回 

五
月
二
六
日

（土
） 

 

第
二
回 

九
月
二
四
日

（月
） 

 

〈宗
教
法
人
取
得

へ
の
動
き
〉 

 

五
月
二
三
日

（水
） 

都
庁
宗
教
法
人
担
当
訪
問 

 

八
月 

七
日

（火
） 

都
庁
宗
教
法
人
担
当
訪
問 

一
〇
月

一
七
日

（水
） 

「首
都
圏
宗
務
特
別
教
区 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

振
興
金
庫
」
資
金
貸
付
申
請 

 

一
月
二

一
日

（月
） 

「首
都
圏
宗
務
特
別
教
区 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

振
興
金
庫
」
契
約
締
結 

 

二
月
二
〇
日

（水
） 

土
地
建
物
抵
当
権
解
除 

 

〈稱
讃
寺
入
門
式
受
式
〉 

２
名
受
式 

 

※

「
の
ん
の
ん
法
話
会
」
休
座
が
４
回

・
参
拝
者
無
し
が

９
回
も
あ
り
、
参
拝
者
数
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
法

話
会
に
限
ら
ず
、
報
恩
講
を
は
じ
め
と
す
る
恒
例
法
要

へ

の
参
拝
も
減
少
気
味
で
あ
り
ま
す
の
で
、
宗
教
法
人
取
得

に
合
わ
せ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
お
寺
に
な
れ
る
よ
う
精
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

以
上 

 
平
成
三
〇
年
度 

 
 
 
 

稱
讃
寺 

活
動
報
告 
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期
日 

五
月
二
十
一
日

（火
） 

  

令
和
に
な
っ
て
、
最
初
の
親
鸞
聖
人
の
お
誕
生
日

（降
誕
会
）
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
四
月
は
、

お
釈
迦
さ
ま
の
お
誕
生
日

（花
ま
つ
り
）
で
し
た

が
、
そ
の
お
誕
生
も
、
ま
た
聖
人
・
高
僧
の
お
誕

生
を
も

「降
誕
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

「降

誕
」
と
は
、
こ
の
迷
い
の
世
界
に
居
る
私
た
ち
を
救

わ
ん
が
為
に
、
悟
り

（真
理
）
の
世
界
か
ら
如
来

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
言
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
が

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を

「誕
生
」
と
言
い

ま
す
が
、
そ
れ
は

「誕

（嘘

・
偽
り
」
の
世
界
に

生
ま
れ
て
来
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
う
い
う
私
た
ち

が
必
ず
真
理
の
世
界

（お
浄
土
）
に
往
生
し
て
い
く

存
在
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
た
め
に
、
親
鸞
聖
人

は
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
の
だ
と
味
わ
わ
せ
て
も
ら
う

の
が
、
こ
の
ご
法
要
か
と
思
い
ま
す
。
築
地
本
願
寺

に
ご

一
緒
に
参
拝
し
て

「お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
同
時
に

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

の
思
い
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
参
拝
し 

て
み
ま
せ
ん
か
。 

〈日
程
〉 

 

九
：
五
〇 

築
地
本
願
寺
代
表
挨
拶 

一
〇
：
〇
〇 

築
地
本
願
寺
合
唱
団 

 
 

 
 

 
 

 
 

楽
友
会
仏
教
讃
歌 

一
〇
：
三
五 

記
念
布
教 

 
 

 
 

 
 

柏
倉
学
法
師

（千
葉
組
真
宗
寺
） 

 
 

 
 

 
 

阿
部
信
幾
師

（群
馬
組
西
福
寺
） 

一
一
：
三
〇 

帰
敬
式 

 
 

休
憩 

一
二
：
三
〇 

献
茶
式
・
献
納
楽 

一
三
：
二
五 

功
労
者
表
彰
式 

一
四
：
〇
〇 

法
要

『正
信
念
仏
偈 

第
三
種
』 

 
 

 
 

 
 

布
教 

 
 

 
 

 
 

講
師 

苅
屋
光
影
師 

 
 

 
 

 
 

 

（備
後
教
区
深
津
組
光
行
寺
） 

一
六
：
〇
〇 

祝
賀
会

（～
一
七
：
三
〇
） 

 

〈関
連
行
事
〉 

五
月
一
七
日

（金
）
一
一
：
〇
〇
～
一
二
：
三
〇 

 
 

し
ん
ら
ん
さ
ま
と
こ
ど
も
の
つ
ど
い 

五
月
一
九
日

（日
）
一
一
：
〇
〇
～
一
五
：
三
〇 

 
 

宗
祖
降
誕
会
ス
カ
ウ
ト
の
つ
ど
い 

五
月
二
〇
日

（月
）
～
二
一
日

（火
） 

 
 

花
盆
・
書
道
展 

五
月
二
一
日

（火
）
一
〇
：
〇
〇
～
一
五
：
三
〇 

 
 

仏
教
な
ん
で
も
彼
ん
で
も
相
談 

五
月
二
一
日

（火
）
一
〇
：
〇
〇
～
一
五
：
三
〇 

 
 

藪
内
流
抹
茶
接
待 

〈帰
敬
式
の
ご
案
内
〉 

日 

時 

五
月
二
一
日

（火
）
一
一
：
三
〇 

会 

場 

築
地
本
願
寺 

本
堂 

冥
加
金 

成 

人 

一
五
，
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 

未
成
年 

一
〇
，
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（懇
志
五
千
円
含
む
） 

申
込
方
法 

 

受
式
を
ご
希
望
の
方
は
、
稱
讃
寺
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
稱
讃
寺
か
ら
築
地
本
願
寺
へ
申
請
い
た
し

ま
す
。 

※
内
願
法
名

（法
名
指
定
）
は
二
ヶ
月
前
に
届
け 

 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
は
、
内
願
は 

 

出
来
ま
せ
ん
事
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
冥
加
金
は
当
日
、
受
付
に
て
お
納
め
く
だ
さ
い 

 

稱
讃
寺
で
は
、
五
月
二
六
日

（日
）
午
後
二
時
か

ら
の

「の
ん
の
ん
法
話
会
」
に
お
い
て
、

「宗
祖
降

誕
会
」
を
兼
ね
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
拝
く
だ

さ
い
。 

     

３ 

築
地
本
願
寺 

 
宗
祖
降
誕
会
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
ご
案
内 
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日
時 

六
月
二
二
日

（土
）
十
三
時
受
付 

 

会
場 

浄
光
寺 

 
 
 
 
 

足
立
区
東
伊
興
四-

一
二-

六 

 
 
 
 
 

電
話 

〇
三-

三
八
九
九-

三
〇
八
八 

日
程 

一
三
：
三
〇 

組
会
開
会 

一
五
：
〇
〇 

総
代
世
話
人
研
修
会 

 
 

 

講
師 

芝
田 

正
順 

師 
 
 
 
 
 
 
 

 

西
組
浄
円
寺
ご
住
職 

一
六

：
〇
〇 

閉
会 

 

※
組
会
は
、
組
会
議
員

（僧
侶
議
員

・
門
徒
議 

 

員
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
稱
讃
寺
か
ら 

 

は
僧
侶
議
員
と
し
て
住
職
が
な
っ
て
お
り
、
門 

 

徒
議
員
と
し
て
、
川
田
原
末
廣
さ
ん
が
任
に
就 

 

い
て
く
だ
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

※
そ
の
他
の
総
代
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
議 

 

員
以
外
の
方
の
決
議
権
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、 

 

組
会
か
ら
ご
参
加
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

※
総
代
さ
ん
以
外
の
方
も
、
芝
田
先
生
の
ご
法
話 

 

を
ご
聴
聞
さ
れ
た
い
方
は
、
研
修
会
に
ご
参
加 

 

く
だ
さ
い
。 

 

日
時 

六
月
六
日

（木
） 

 
 

 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
三
時 

 

会
場 

築
地
本
願
寺

・
講
堂 

 

日
程 

総
会 

 
 
 

仏
教
讃
歌
指
導 

 
 
 

昼
食 

 
 
 

ご
法
話 

 
 
 

講
師 

山
本 

昭
淳 

師 
 
 

 
 
 
 
 

 

麻
布
組 

長
玄
寺 

 

※
東
組
と
し
て
、
特
別
老
人
ホ
ー
ム

「あ
そ
か 

 

園
」
に
タ
オ
ル
を
贈
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
参 

 

加
者
お

一
人
タ
オ
ル
２
枚
を
ご
持
参
く
だ
さ 

 

い
。 

※
こ
れ
ま
で
石
鹸 

 

 

も
集
め
て
お
り 

 

ま
し
た
が
、
石 

 

鹸
は
不
要
と
な 

 

り
ま
し
た
こ
と 

 

を
ご
了
解
く
だ 

 

さ
い
。 

 

  

 
 

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
総
会

・
大
会 

日
時 

五
月
十

一
日

（土
） 

会
場 

築
地
本
願
寺 

第
二
伝
道
会
館 

蓮
華
殿 

 

東
京
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会 

日
時 

五
月
二
十
九
日

（水
） 

会
場 

築
地
本
願
寺 

本
堂 

 

第

一
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
公
開
講
座 

日
時 

六
月
五
日

（水
） 

会
場 

築
地
本
願
寺 

講
堂 

 

中
ブ
ロ
ッ
ク
門
徒
子
弟
研
修
会 

期
日 

八
月
十
九
日

（
月
）
～
二
十
日

（火
） 

会
場 

静
岡
県
三
島 

箱
根
の
里 

 
 

 

築
地
本
願
寺
で
集
合

・
解
散 

※
ご
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
稱
讃
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く 

 

 

だ
さ
い
。 

二
〇

一
三
年 

 

 
 

第

一
期 

三
月
二
九
日

（水
）
～
四
月 

三
日

（
月
） 

 
 

第
二
期 

四
月

一
〇
日

（
月
）
～
四
月

一
五
日

（土
） 

 
 

第
三
期 

四
月
二
四
日

（
月
）
～
四
月
二
九
日

（土
） 

 
 

第
四
期 

五
月 

六
日

（土
）
～
五
月

一
一
日

（木
） 

 
 

第
五
期 

五
月

一
六
日

（火
）
～
五
月
二

一
日

（
日
） 

４ 

ご
案
内 
東
組 

組
会
並
び
に
総
代
世
話
人
研
修
会 

東
組 

 

仏
教
婦
人
会
連
盟 

総
会 

 

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年 

立

教

開

宗

八

〇

〇

年 

慶
讃
法
要 

決定 
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は
じ
め
に 

  

二
〇

一
九
年

一
月
九
日
、
ご
門
主
様
よ
り

「親
鸞
聖

人
御
誕
生
八
五
〇
年 
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
に
つ
い
て

の
御
消
息
」
が
発
布
さ
れ
ま
し
た
。
本
山
西
本
願
寺

は
、
二
〇
二
三
年
に
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
八
五
〇
年

を
、
そ
の
翌
年
二
〇
二
四
年
に
は
立
教
開
宗
八
〇
〇
年

を
迎
え
ま
す
。 

 

聖
人
が
誕
生
し
た
の
は
、
承
安
三
年

（
一
一
七
三
）

で
す
。
そ
こ
か
ら
数
え
て
八
五
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
聖
人
誕
生
に
関
す
る
行
事

に
は
、
降
誕
会
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
親
鸞

聖
人
の
誕
生
日
を
祝
う
行
事
で
す
。
し
か
し
、
聖
人
の

誕
生
日
の
確
定
や
降
誕
会
の
創
設
は
簡
単
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
聖
人
の
誕
生
や
降
誕

会
、
誕
生
に
か
か
わ
る
お
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
な
お
本
稿
で
取
り
上
げ
た
史
料
は
、
特
に
指
定
の

な
い
場
合
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
で
す
。 

  
 

一
、
聖
人
の
誕
生
日
が
決
ま
っ
た
日 

  

古
く
か
ら
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
誕
生
日

を
重
視
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
は
そ
の
中
で
、

聖
人
の
誕
生
年
は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
聖
人
は
、
種
々
の
自
筆
本
の
奥
書
に
年
齢
を
書

い
て
い
ま
す
。
そ
の
年
齢
を
逆
算
し
て
、
承
安
三
年

（
一
一
七
三
）
と
決
め
ら
れ
た
の
で
す
。
な
ぜ
逆
算
し

て
い
る
か
と
い
え
ば
、
聖
人
の
一
代
記
で
あ
る
、
西
本

願
寺
第
三
代
覚
如
宗
主
作
成
の

『親
鸞
伝
絵
』
に
、
誕

生
年
も
誕
生
日
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
い

つ
逆
算
し
た
の
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
西
本
願
寺

の
記
録
で
、
江
戸
時
代
中
頃
に
成
立
し
た

「御
当
家
御

代
々
年
表
略
」
の
聖
人
誕
生
の
箇
所
に
は

「承
安
三
癸

巳
年
降
誕
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
前
で
す
。 

 

親
鸞
聖
人
の
誕
生
日
は
、
現
在
五
月
二
一
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
に
旧
暦
か
ら
、
新
暦
に
変
更

さ
れ
た
時
に
定
ま
っ
た
も
の
で
す
。
旧
暦
で
は
四
月

一

日
で
す
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
中
世
の
史
料
で
聖

人
の
誕
生
日
を
記
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

こ
の
誕
生
日
も
も
っ
と
後
に
決
ま
っ
た
の
で
す
。
で
は

こ
の
日
は
、
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

真
宗
高
田
派
僧
侶
普
門
作

『絵
伝
撮
要
』

（宝
永
三

年

〔
一
七
〇
六
〕
刊
）
）
上
巻
に
、
聖
人
の
誕
生
を

「四
月
朔
日
二
誕
生
シ
給
フ
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た

同
じ
高
田
派
良
空
作

『親
鸞
聖
人
正
統
伝
』

（正
徳
五

年

〔
一
七

一
五
〕
刊
）
も
、
こ
の
日
を
採
用
し
て
お

り
、
以
後
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
先
の

「御
当
家
御
代
々
年
表
略
」
の
誕
生
箇
所
の
横

に
は
、
小
さ
な
文
字
で

「四
月

一
日
」
と
加
筆
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
加
筆
部
分
は
、
本
文
と
別
筆
で
す
の

で
、
当
初
、
月
日
は
不
明
だ
っ
た
の
を
、
西
本
願
寺
側

が
高
田
派
の
説
を
採
用
し
、
そ
こ
に
加
筆
し
た
の
で

し
ょ
う
。 

 

こ
の
誕
生
日
は
江
戸
時
代
を
通
じ
、
明
治
時
代
に
も

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
西
本
願
寺
が
明
治
九
年

（
一
八

七
六
）
に
明
治
政
府
の
統
計
寮
に
提
出
し
た

「本
願
寺

歴
世
継
続
書
」
に
も
、
誕
生
日
を
四
月

一
日
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
決
ま
っ
た
日
を
、

西
本
願
寺
は
公
式
と
し
た
の
で
し
た
。 

  
 

二 

そ
れ
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た 

 
 
 
 
 
 

～
明
治
改
暦
～ 

 

江
戸
時
代
に
決
ま
っ
た
四
月

一
日
は
、
今
は
五
月
二

一
日
で
す
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
明
治
時
代
に
行
わ
れ
た
改
暦
事
業

に
よ
る
も
の
で
す
。
改
暦
と
は
、
明
治
五
年

（
一
八
七

二
）

一
一
月
九
日
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
暦
が
太
陰
暦

（旧
暦
）
か
ら
太
陽
暦

（新
暦
）
へ
変
更
さ
れ
た
大
事

業
を
指
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
政
府
の
近
代
化
政
策

（西
欧
化
）
の
一
つ
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
決
定
に
よ
り
明
治
五

年

一
二
月
三
日
は
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）

一
月

一

日
と
な
り
、
以
後
、
現
在
ま
で
新
暦
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
暦
の
変
更
は
旧
暦
の
諸
行
事
を
新
暦
換
算
し
て

実
施
す
る
必
要
性
を
、
西
本
願
寺
に
も
迫
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

西
本
願
寺
は
政
府
の
命
に
従
い

「祖
師

（親
鸞
）
聖

人
御
忌
日
」
な
ど
の
改
暦
を
全
国
へ
布
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
治
六
年

一
二
月
八
日
付
け
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
、
印
刷
さ
れ
全
国
に
配
布
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る

「祖
師
祥
忌
告
諭
書
」
巻
末
に
は
、
親
鸞
聖
人

降
誕
の

「承
安
三
年
癸
巳
四
月
朔
日
」
を

「紀
元

一
八

三
三

（西
暦

一
一
七
三
）
第
五
月
廿

（二
〇
）

一

日
」
、
没
年
の

「弘
長
二
年
壬
戌
十

一
月
廿
八
日
」
を

「紀
元

一
千
九
百
二
十
三
年

（西
暦

一
二
六
三
）

一
月

十
六
日
と
示
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

「紀
元
」
と
は

「桓
武
天
皇
即
位
紀
元
」

（通
称
皇
紀
）
で
紀
元
前

・

後
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
本
願
寺
は
こ
の
改
暦

事
業
に
基
づ
き
、
新
暦
で
こ
れ
ま
で
の
行
事
を
執
り
行

い
ま
す
。 

 

降
誕
絵
の
初
見
は

「老
女
日
記
」
明
治
七
年

（
一
八

七
四
）
五
月
二

一
日
条
、

「当
年
よ
り
降
誕
会
御
祝

儀
」
、

「香
房
日
記

（五
月
日
記
）
」
同
年
月
日
条

「今
第
十
時
降
誕
会
」
で
す
。

「当
年
よ
り
」
と
あ
る

よ
う
に
、
明
治
七
年
が
降
誕
会
の
始
ま
り
で
す
。
た
だ

５ 

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生 

～
降
誕
会

・
御
誕
生
八
五
〇
年

・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
～ 
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「香
房
日
記
」
の
降
誕
会
は
小
さ
く
付
け
た
程
度
で
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
行
事
が
ま
だ
大
々
的
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
ま
す
。 

  
 

三 

降
誕
会
の
盛
り
上
が
り 

  

明
治
七
年
に
開
始
さ
れ
た

「降
誕
会
」
は
以
後
継
続

さ
れ
、
近
代
に
な
る
と
降
誕
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
よ
う
で
す
。
少
し
明
治
の
本
山
に
お
け
る
降
誕
会
の

事
例
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇

〇
）
の
降
誕
会

『招
待
人
名
簿
』
に
は
、
京
都
府
知
事

や
京
都
市
長
、
京
都
市
地
方
裁
判
所

・
税
務
局
ほ
か
の

京
都
府
市
の
役
所
関
係
者
、
堀
川
署
長
ほ
か
の
警
察
関

係
者
、
京
都

・
大
阪

・
神
戸
の
各
駅
長
、
陸
軍
少
将
な

ど
の
軍
人
、
各
種
学
校
関
係
者
、
電
信
局
長
、
新
聞

社
、
貴
族
院
や
日
銀
関
係
者
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
広
範
囲
の
招
待
人
か
ら
、
行
事
が
政
治
性
を 

持
つ
、

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
わ
か
り
ま
す
。 

 

明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
五
）
五
月
二
一
日
の
事
務

綴
に
は
、
西
本
願
寺
の
門
前

（現
、
阿
弥
陀
堂
門
前
の

堀
川
通
近
辺
）
で
、
大
活
動
写
真

（映
画
）
の
開
催
が

み
ら
れ
ま
す
。
映
画
が
何
か
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、

こ
の
時
期
は
商
業
用
映
画
製
作
の
創
生
期
に
当
た
り
、

西
本
願
寺
が
い
ち
早
く
映
画
を
取
り
入
れ
た
の
は
日
本

映
画
史
の
み
で
な
く
、
西
本
願
寺
の
近
代
的
事
物
に
対

す
る
考
え
方
も
み
え
て
く
る
興
味
深
い
事
実
で
す
。
ま

た

「煙
火
」

（花
火
）
の
打
ち
上
げ
も
確
認
で
き
ま 

す
。 

  
 

お
わ
り
に 

  

こ
の
よ
う
に
降
誕
会
は
明
治
初
期
に
厳
修
さ
れ
、
大

き
く
発
展
し
西
本
願
寺
の
重
要
な
年
中
行
事
と
し
て
定

着
し
、
現
代
に
至
る
の
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
立
教

開
宗
を
記
念
す
る
行
事
は
明
治
時
代
に
は
み
ら
れ
ず
、

確
認
で
き
る
の
は
大
正
時
代
以
降
で
す
。 

 

明
治
九
年
に
真
宗
四
派

（東
西
本
願
寺

・
専
修
寺

・

仏
光
寺
）
は
、

『教
行
信
証
』

「化
身
土
巻
」
に
あ
る

元
仁
元
年

（
一
二
二
四
）
の
年
忌
を
立
教
開
宗
の
年
と

決
め
、
そ
こ
か
ら
算
出
し
て
、
大
正

一
二
年
に
立
教
開

宗
七
〇
〇
年
と
設
定
し
、
初
の
法
要
を
厳
修
し
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
聖
人
誕
生
の
地

と
さ
れ
る
日
野
に
あ
っ
た
日
野
別
院
が
、
日
野
誕
生
院

（京
都
市
伏
見
区
日
野
西
大
道
町

一
九
）
へ
と
大
改
築

さ
れ
ま
し
た
。
同
院
西
側
に
は
、
聖
人
の
産
湯
の
井 

戸
、
胞
衣
塚
も
あ
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
遅
れ
て
、
生
誕
何
百
年
の
法
要
は
、
昭
和
四

八
年

（
一
九
七
三
）
の
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
〇
〇
年
か

ら
で
す
。 

 

こ
の
生
誕
八
〇
〇
年
の
記
念
行
事
が
催
さ
れ
た
の

は
、
時
代
の
転
換
期
が
大
き
な
契
機
で
し
た
。
当
時
、

日
本
社
会
は
高
度
経
済
成
長
期
を
終
え
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。
時
代
の
転
換
期
で

あ
っ
た
の
で
す
。
聖
人
の
誕
生
し
た
平
安
末
期
も
、
大

き
な
時
代
の
転
換
期
で
あ
り
、
人
び
と
は
不
安
と
絶
望 

に
か
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

聖
人
が
時
代
の
転
換
期
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
救
い

と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
聖
人
が
誕
生
し
た
意
義
を
、

同
じ
く
混
迷
を
極
め
る

一
九
七
〇
年
代
の
転
換
期
に
再

び
見
直
す
た
め
に
、
真
宗
十
派
に
よ
る
真
宗
教
団
連
合

が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
と
し
て
、
誕
生
八
〇
〇
年

の
行
事
が
始
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
聖
人
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
行
事
は
、
す

べ
て
近
代
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
、
決
し
て
古
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
近
代
人
が
、
誕
生
の
意

義
に
前
近
代
と
は
異
な
る
価
値
を
見
い
だ
し
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
新
た
に
成
立
し
た
行
事
は
、
徐
々
に
人
々
の

間
に
定
着
し
、
現
代
の
よ
う
な

一
大
行
事
に
発
展
し
ま

し
た
。 

 

令
和
と
い
う
新
時
代
を
迎
え
る
今
こ
そ
、
降
誕
会
、

そ
し
て

「御
誕
生
八
五
〇
年

・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
」

を
通
し
て
前
近
代
人
に
は
な
か
っ
た
誕
生
と
い
う
側
面

か
ら
、
私
た
ち
は
、
再
度
、
聖
人
の
遺
徳
を
偲
ぶ
機
会

と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

 

文

・
大
喜
直
彦

（山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
部
教
授
） 

 

『築
地
新
報
』
二
〇

一
九
年
五
月
号
よ
り
抜
粋 

  

親
鸞
聖
人
の
お
誕
生
日
の
五
月
二
十

一
日
は
、
旧
暦

で
は
四
月

一
日
と
な
る
と
、
ふ
と
お
釈
迦
さ
ま
の
お
誕

生
日
の
四
月
八
日
は
、
新
暦
な
の
か
旧
暦
な
の
か
疑
問

に
思
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
す
と
、
ど
う

や
ら
旧
暦

（中
国
暦
）
の
四
月
八
日
の
よ
う
で
、
そ
の

ま
ま
、
新
暦
の
四
月
八
日
を
日
本
で
は
多
く
採
用
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
本
来
な
ら
新
暦
で
い
う
と
、
五
月
末

ぐ
ら
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
四
月
八
日
と
す
り
込

ま
れ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
イ
メ
ー

ジ
が
わ
か
な
い
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

報
恩
講
に
し
て
も
、
旧
暦
十

一
月
二
十
八
日
が
、
新
暦

で

一
月
十
六
日
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
の
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、
雪
が
降
り
、
寒
さ
を
感
じ
る
頃
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、
日
本
の
中
で
も
、
四
月 

や
六
月
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

要
は
日
に
ち
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
法
要
や
集
い

を
行
う
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
ろ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

当
寺
で
は

「降
誕
会
」
を
単
独
で
行
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
い
か
な
る
法
要
も
仏
事
も
仏
さ
ま
を
尊

ぶ
こ
と
と
心
得
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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二
〇

一
九
年 

五
月 

法
務

・
布
教

・
出
向
予
定 

 
稱
讃
寺 

行
事
予
定 

  

 

二
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

午
前
九
時 

 
  

六
日

（木
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

  

九
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

午
前
九
時 

 

一
六
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

午
前
九
時 

 
 

 
 

 
 

 

の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

 

二
三
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

休
座 

 

二
六
日

（水
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
三
時 

 

三
〇
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

午
前
九
時 

 
 
 

二
〇

一
九
年 

六
月
の
行
事
予
定 

 

  

二
日

（木
） 

平
澤
家
法
事 

十

一
時 

  

三
日

（金
） 

坂
根
家
月
忌
参
り 

九
時
半 

 
 

 
 

 
 

 

一
一
日

（土
） 

金
剛
寺
永
代
経
法
座 

十
三
時 

 

一
二
日

（
日
） 

浄
泉
寺
降
誕
会
法
要 

十
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
八
日

（土
） 

野
原
家
納
骨
法
要 

十

一
時 

 

一
九
日

（
日
） 

外
村
家
納
骨
法
要 

十

一
時 

 
 

 
 

 
 

 

巽
家
四
十
九
日
法
要 

十
八
時 

 

二
〇
日

（月
） 

岩
吉
家
法
要 

十
時 

 

二

一
日

（火
） 

築
地
本
願
寺
降
誕
会 

 

二
六
日

（
日
） 

末
松
家

一
周
忌
法
要 

十

一
時 

 

二
〇

一
九
年
五
月
の
行
事
予
定 

話
は
な

し
た
い
人ひ

と

が
い
る 

  
 

と
い
う 

 

幸
し
あ
わ

せ 

  

二
〇

一
九
年

「心
の
と
も
し
び
」
五
月
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り 

 

六
日

（月
） 
の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

 

一
二
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

午
前
九
時 

 

一
六
日

（木
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

 
 

一
九
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

午
前
九
時 

 

二

一
日

（月
） 

築
地
本
願
寺
宗
祖
降
誕
会
参
拝 

 

二
六
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

休
座 

 
 

 
 

 
 

 

の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
三
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

親
鸞
聖
人
降
誕
記
念 

 
 
 

  

 

六
日

（土
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

  

七
日

（
日
） 
永
代
経
法
要 

午
後
二
時 

 

一
四
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

午
後
九
時 

 

一
六
日

（火
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

 

二

一
日

（
日
） 

日
曜
礼
拝 

午
前
九
時 

 

二
六
日

（金
） 

の
ん
の
ん
法
話
会 

午
後
二
時 

 

二
〇

一
九
年 

七
月
の
行
事
予
定 

二
〇

一
九
年
度 

稱
讃
寺
門
信
徒
会
費 

 

年
会
費 

六
千
円 

振
込
先 

城
北
信
用
金
庫 

一
ツ
家
支
店 

名 

義 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

稱
讃
寺
教
会 

 
 

 
 

 

代
表 

北 

村 
 

信 

也 

口 

座 

普
通 

６
１
７
６
０
５
１ 


